
8. 重要な基本的注意
8.1～8.6 省略
←新規

11. 副作用
省略
11.1 重大な副作用
11.1.1～11.1.17 省略
11.1.18 急性近視、閉塞隅角緑内障（頻度不明）
急性近視（霧視、視力低下等を含む）、閉塞隅角緑内
障があらわれることがあるので、急激な視力の低下や
眼痛等の異常が認められた場合には投与を中止し、
速やかに眼科医の診察を受けるよう、患者に指導す
ること。

｢使用上の注意」改訂のお知らせ

2025 年 5月

この度、厚生労働省医薬局医薬安全対策課長通知により、標記製品の「使用上の注意」を
改訂いたしましたので、お知らせ申し上げます。
本剤のご使用に際しましては、下記の改訂内容をご参照くださいますようお願い申し上げます。
改訂内容につきましては、医薬品安全対策情報（DSU）No.336に掲載される予定です。

改 訂 後 改 訂 前

8. 重要な基本的注意
8.1～8.6 省略
8.7 ヒドロクロロチアジドは急性近視、閉塞隅角緑内
障、脈絡膜滲出を発現させるおそれがあるので、急激
な視力の低下や眼痛等の異常が認められた場合に
は、直ちに眼科医の診察を受けるよう、患者に指導す
ること。［11.1.18参照］

11. 副作用
省略
11.1 重大な副作用
11.1.1～11.1.17 省略
11.1.18 急性近視、閉塞隅角緑内障、脈絡膜滲出（いず
れも頻度不明）
急性近視（霧視、視力低下等を含む）、閉塞隅角緑内
障、脈絡膜滲出があらわれることがある。［8.7参照］

－  医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。－

以上

←新規～ 最新の電子添文はこちらから～

・

処方箋医薬品

持続性アンジオテンシンⅡ受容体拮抗薬／利尿薬配合剤
日本薬局方

カンデサルタン シレキセチル・ヒドロクロロチアジド錠

・

改訂内容（　　　：改訂箇所､　　　　：削除箇所）


